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診療ガイドラインの策定･改訂のために、クロイツフェルト･ヤコブ病
�����患者の臨床所見、検査所見を経時的に観察し、神経病理所見、
プリオン蛋白遺伝子、プリオン蛋白型も含めて網羅的に対比検討する。
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診療ガイドラインの策定･改訂

臨床所見と
病理所見の対比

臨床所見と
遺伝子変異・多型の対比

神経病理所見と
プリオン蛋白型の対比

臨床経過に関与する因子の網羅的検討


